
「未来の教室」と EdTech研究会について 

 

１ 趣旨  

○ 米国・中国・シンガポールをはじめ、革新的な教育技法（EdTech）の開

発と教育現場の改革が進行し、世界的に人材開発競争が激化する中、日本

経済・地域経済の未来を切り拓く人材の育成を進めるべく、就学前教育・

学校教育・リカレント教育の現場が目指すべき「未来の教室」の姿と、必

要な EdTechの開発・導入に向けた課題を検討する新たな研究会を開催する。 

 

○ 経済産業省「我が国産業における人材力強化に向けた研究会」において

議論されている「育成すべき産業人材像」を踏まえ、人生 100 年を通じた

教育・能力開発ステージ（就学前・初等・中等・高等・リカレント）の課

題を整理する。 

 

○ その上で、米国・中国・シンガポール等で急速に進展する EdTechイノベ

ーションと、国を挙げた教育改革の進展を把握しつつ、我が国の学校教育・

企業研修等の現場が目指すべき「未来の教室」の姿と、そのために必要な

EdTech の開発・導入の課題と対策について検討する。加えて、中国・東ア

ジア市場等 EdTech需要の拡大している市場を中心とした海外市場展開の支

援策も検討する。 

 

２ ワークショップの開催について  

○ 本研究会では、ワークショップを開催する。 

○ ワークショップには、委員のほか、専門委員として現役の学校教員や

EdTech企業等の参加を求める。 

 

３ 議事及び資料の取扱いについて  

○ 本研究会については、議事を公開する。また、議事概要を作成し、資料

とともに公表する。 

○ ただし、座長が特に必要と認めるときは、議事を非公開とすることがで

きる。また、議事概要及び資料の全部又は一部を公表しないものとするこ

とができる。 

 

４ 事務について  

○ 本研究会の事務は、関係部局等の協力を得て、経済産業省 サービス政策

課 教育サービス産業室で行う。 

資料１ 


